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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成27年4月2日(2015.4.2)

【公開番号】特開2013-208377(P2013-208377A)
【公開日】平成25年10月10日(2013.10.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-056
【出願番号】特願2012-82104(P2012-82104)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ  13/15     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/511    (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/49     (2006.01)
   Ａ６１Ｆ  13/472    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｆ   13/18     ３１０Ｚ
   Ａ４１Ｂ   13/02     　　　Ｅ
   Ａ６１Ｆ   13/18     　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成27年2月10日(2015.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２６】
【表１】

【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２６４
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０２６４】
【表２－２】

【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２８３】
［例６］
［血液改質剤を含む血液の表面張力］
　血液改質剤を含む血液の表面張力を、協和界面科学社製接触角計　Ｄｒｏｐ　Ｍａｓｔ
ｅｒ５００を用い、ペンダントドロップ法にて測定した。表面張力は、ヒツジ脱繊維血に
、所定の量の血液改質剤を添加し、十分振とうした後に測定した。
　測定は、機器が自動で行うが、表面張力γは、以下の式により求められる（図１４を参
照）。
【手続補正４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体透過性シートと、液体不透過性シートと、前記液体透過性シート及び前記液体不透
過性シートの間に設けられた吸収体とを備えた吸収性物品であって、
　前記液体透過性シートが、液体の供給を受ける液体被供給領域と、前記液体被供給領域
の周辺に位置する周辺領域とを有し、
　前記液体被供給領域に、伸張可能な蛇腹部を有する伸張性領域と、前記伸張性領域を包
囲する可撓性領域とが形成されており、
　前記伸張性領域に液体透過孔が形成されており、前記可撓性領域に液体透過孔が形成さ
れておらず、
　前記液体被供給領域と前記吸収体との間に、前記液体被供給領域と前記吸収体とを剥離
可能に接着する第１の接着剤層が形成されているか、又は接着剤層が形成されておらず、
　前記周辺領域と前記吸収体との間に、前記第１の接着剤層よりも接着強度が大きい第２
の接着剤層が形成されている、前記吸収性物品。
【請求項２】
　前記液体被供給領域に、伸張可能な蛇腹部を有する複数の伸張性領域が形成されており
、前記可撓性領域が、各伸張性領域を包囲する、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記可撓性領域が網目状に形成されており、各網目の内側に前記伸張性領域が形成され
ている、請求項２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記可撓性領域が、前記吸収性物品の長手方向と交差する方向に延設され、略平行に並
設された略直線状の第１の領域と、前記第１の領域と交差する方向に延設され、略平行に
並設された略直線状の第２の領域とを有する、請求項３に記載の吸収性物品。
【請求項５】
　前記蛇腹部が、前記吸収性物品の長手方向に延設され、前記吸収性物品の幅方向に並設
され、前記幅方向に沿った断面が波状である山折り部及び谷折り部を有する、請求項１～
４のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記液体被供給領域の周縁部に圧搾溝が形成されている、請求項１～５のいずれか１項
に記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記液体透過性シートが、０．００～０．６０のＩＯＢと、４５℃以下の融点と、２５
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℃の水１００ｇに対する、０．００～０．０５ｇの水溶解度とを有する血液改質剤を含む
、請求項１～６のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項８】
　前記血液改質剤が、下記（ｉ）～（ｉｉｉ）：
　（ｉ）炭化水素；
　（ｉｉ）　（ｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉ－２）前記炭化水素部分のＣ－Ｃ単結
合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）及びオキシ基（－Ｏ－）から成る群から選
択される、一又は複数の、同一又は異なる基とを有する化合物；及び
　（ｉｉｉ）　（ｉｉｉ－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ－２）前記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル基（－ＣＯ－）及びオキシ基（－Ｏ－）から成る群
から選択される、一又は複数の、同一又は異なる基と、（ｉｉｉ－３）前記炭化水素部分
の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）及びヒドロキシル基（－ＯＨ）か
ら成る群から選択される、一又は複数の、同一又は異なる基とを有する化合物；
　並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択され、
　ここで、（ｉｉ）又は（ｉｉｉ）の化合物において、オキシ基が２つ以上挿入されてい
る場合には、各オキシ基は隣接していない、
　請求項７に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記血液改質剤が、下記（ｉ’）～（ｉｉｉ’）：
　（ｉ’）炭化水素；
　（ｉｉ’）　（ｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉ’－２）前記炭化水素部分のＣ－
Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、
カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、及びエーテル結合（－Ｏ－）から成る群から選択さ
れる、一又は複数の、同一又は異なる結合とを有する化合物；及び
　（ｉｉｉ’）　（ｉｉｉ’－１）炭化水素部分と、（ｉｉｉ’－２）前記炭化水素部分
のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ
－）、カーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）、及びエーテル結合（－Ｏ－）から成る群から
選択される、一又は複数の、同一又は異なる結合と、（ｉｉｉ’－３）前記炭化水素部分
の水素原子を置換する、カルボキシル基（－ＣＯＯＨ）及びヒドロキシル基（－ＯＨ）か
ら成る群から選択される、一又は複数の、同一又は異なる基とを有する化合物；
　並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択され、
　ここで、（ｉｉ’）又は（ｉｉｉ’）の化合物において、２以上の同一又は異なる結合
が挿入されている場合には、各結合は隣接していない、
　請求項７又は８に記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記血液改質剤が、下記（Ａ）～（Ｆ）：
　（Ａ）　（Ａ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ａ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のカルボキシル基とを有する化合物とのエステル；
　（Ｂ）　（Ｂ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する２
～４個のヒドロキシル基とを有する化合物と、（Ｂ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭
化水素部分の水素原子を置換する１個のヒドロキシル基とを有する化合物とのエーテル；
　（Ｃ）　（Ｃ１）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する、
２～４個のカルボキシル基とを含むカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ
酸と、（Ｃ２）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分の水素原子を置換する１個の
ヒドロキシル基とを有する化合物とのエステル；
　（Ｄ）鎖状炭化水素部分と、前記鎖状炭化水素部分のＣ－Ｃ単結合間に挿入された、エ
ーテル結合（－Ｏ－）、カルボニル結合（－ＣＯ－）、エステル結合（－ＣＯＯ－）、及
びカーボネート結合（－ＯＣＯＯ－）から成る群から選択されるいずれか１つの結合とを
有する化合物；
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　（Ｅ）ポリオキシＣ2～6アルキレングリコール、又はそのアルキルエステル若しくはア
ルキルエーテル；及び
　（Ｆ）鎖状炭化水素；
　並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項７～９のいずれか
１項に記載の吸収性物品。
【請求項１１】
　前記血液改質剤が、（ａ1）鎖状炭化水素テトラオールと少なくとも１の脂肪酸とのエ
ステル、（ａ2）鎖状炭化水素トリオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル、（ａ3）
鎖状炭化水素ジオールと少なくとも１の脂肪酸とのエステル、（ｂ1）鎖状炭化水素テト
ラオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｂ2）鎖状炭化水素ト
リオールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｂ3）鎖状炭化水素ジ
オールと少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエーテル、（ｃ1）４個のカルボキシ
ル基を有する鎖状炭化水素テトラカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ酸
と、少なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｃ2）３個のカルボキシル基
を有する鎖状炭化水素トリカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ酸と、少
なくとも１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｃ3）２個のカルボキシル基を有す
る鎖状炭化水素ジカルボン酸、ヒドロキシ酸、アルコキシ酸又はオキソ酸と、少なくとも
１の脂肪族１価アルコールとのエステル、（ｄ1）脂肪族１価アルコールと脂肪族１価ア
ルコールとのエーテル、（ｄ2）ジアルキルケトン、（ｄ3）脂肪酸と脂肪族１価アルコー
ルとのエステル、（ｄ4）ジアルキルカーボネート、（ｅ1）ポリオキシＣ2～6アルキレン
グリコール、（ｅ2）ポリオキシＣ2～6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪酸と
のエステル、（ｅ3）ポリオキシＣ2～6アルキレングリコールと少なくとも１の脂肪族１
価アルコールとのエーテル、（ｅ4）ポリオキシＣ2～6アルキレングリコールと、鎖状炭
化水素テトラカルボン酸、鎖状炭化水素トリカルボン酸、又は鎖状炭化水素ジカルボン酸
とのエステル、（ｅ5）ポリオキシＣ2～6アルキレングリコールと、鎖状炭化水素テトラ
オール、鎖状炭化水素トリオール、又は鎖状炭化水素ジオールとのエーテル、及び（ｆ1

）鎖状アルカン、並びにそれらの任意の組み合わせから成る群から選択される、請求項７
～１０のいずれか１項に記載の吸収性物品。
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